
（３）原子力災害対策事業
ア 令和６年度事業について

報告資料３



令和６年３月の「日立市原子力災害広域避難計画」策定を報告するとともに、避難時
の受入れ等の協力を依頼した。

(1) 訪問先 福島県内の17市町村

※ 「原子力災害時における日立市民の県外広域一時滞在に関する協定書」の締結先

(2) 訪問時期 令和６年７月（３日間）

(3) 訪問者等

※ ＰＡＺ … 東海第二発電所からおおむね半径５Km圏内

※ ＵＰＺ … 東海第二発電所からおおむね半径５Km～30 Km圏内

１．避難先市町村への訪問

１

主な事業内容

訪問者 避難者の
居住区域 訪問先市町村

小川市長
ＰＡＺ いわき市、小野町、田村市 ［３市町］

ＵＰＺ 郡山市 ［１市］

梶山副市長 ＵＰＺ 須賀川市、三春町、猪苗代町、
磐梯町、会津若松市、喜多方市 ［６市町］

吉成副市長 ＵＰＺ 本宮市、大玉村、二本松市、
福島市、伊達市、桑折町、国見町 ［７市町村］



「日立市原子力災害広域避難計画」に位置付けた避難方法等を周知するために

実施した。

２．「原子力災害広域避難ガイドマップ」の作成及び配布

(3) 掲載内容

ア 表面（啓発面）

「避難手順・方法」、「避難や屋内退避のタイミング」
及び「屋内退避の効果、方法」など、防護措置に関する情報
全般を掲載

イ 裏面（避難経路面）

「主要避難経路及び複数の代替避難経路」、「一時集合場所や避難中継所の周辺詳細

図」及び「避難退域時検査場所の位置」など、避難時に必要な情報を掲載

(1) 仕様

Ａ１判（八つ折りＡ４判）フルカラー 100,000部

(2) 配布方法

市報に折込みで全戸配布（令和６年９月20日号市報）

２

主な事業内容



「日立市原子力災害広域避難計画」を周知するために実施した。

３．日立市原子力災害広域避難計画に係る住民説明会の実施

(1) 実施日

令和６年10月19日(土)から

12月14日(土)までの期間中の

13日間

(2) 開催数

全23回

(3) 参加人数

533人

※１回当たり平均23.1人

３

令和６年９月20日号市報

主な事業内容



原子力災害時に国等からの指示があった際、速やかに服用できるよう事前配布を

実施した。

(1) 対象者

東海第二発電所からおおむね半径５Km内（ＰＡＺ / 大みか、久慈、坂下）の住民等

(2) 配布方法

ア 事前配布会 令和６年10月６日（日）南部支所多目的室（県と共同で開催）

イ 薬局配布 指定薬局（市内２０箇所）で随時配布

ウ 遠隔配布 住民がスマホ等でオンライン申請し自宅へ郵送（令和７年２月開始）

(3) 配布率等

対象人口 累計配布者数

うち令和６年度の配布者数

配布率配布会
受取

薬局
受取

遠隔
受取

合計

２２，８３３人 ８，３９８人 ３１３人 ８６４人 ６９１人 １，８６８人 ３６．８％

４．安定ヨウ素剤の事前配布

４

配布期間 令和5年4月１日～令和7年3月31日

主な事業内容



イ 令和７年度事業について



１．原子力災害広域避難訓練の実施

(1) 訓練日時 令和７年10月26日（日）原子力の日

(2) 対象地区 ＵＰＺの一部地区

（河原子、塙山、大沼、金沢、水木の５地区）

(3) 参加者数 約270人

(4) 訓練の主な内容

ア 屋内退避（放送）訓練

イ 一時集合場所（小学校）の開設・運営・安定ヨウ素剤配布訓練

ウ 住民（避難行動要支援者含む）避難訓練

エ 避難退域時検査場所（高萩市立高萩中学校）開設・運営訓練

住民 関係機関職員 市職員

約160人 約30人 約80人

東海第二発電所の原子力災害に対応するため、発電所
から５㎞～30㎞圏内（ＵＰＺ）の一部地区を対象に訓
練を実施する。

高萩中学校
避難退域時検査（スク
リーニング）場所

１

対象地区
バス避難

（各地区1台）
自家用者避難

河原子 30人

県・各地区と
調整
（各地区自家
用車１台を想
定）

塙 山 30人

大 沼 30人

金 沢 30人

水 木 30人

計 ５台・150人 5台・10人

主な事業内容



２．自主防災組織等による避難中継所の訪問

原子力災害時の避難に当たり、地区別に指定された福島県の「避難中継所」まで

の避難経路の確認と避難中継所となる施設の視察を実施する。

２

(1) 実施日程 令和７年11月下旬（予定）

(2) 対象地区 10地区程度

２年程度で全地区が訪問できるよう、避難先自治体と調整

(3) 対 象 者 コミュニティ単会の役員及び公募により募集した住民

（バス１台当たり 各地区10人程度×３～４地区）

主な事業内容



３．安定ヨウ素剤の事前配布

(2) 配布方法

ア 事前配布会 令和７年11月頃 南部支所多目的室（県と共同で開催）

イ 薬局配布 市内の指定薬局（20薬局）で随時受取が可能

ウ 遠隔配布 住民がスマホ等でオンライン申請し自宅へ郵送

原子力災害時に国等からの指示があった際、速やかに服用できるよう事前配布を

実施する。

３

主な事業内容

(1) 対象者

東海第二発電所からおおむね半径５Km内（ＰＡＺ / 大みか、久慈、坂下）の住民等


